ペット同伴宿泊申込書

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「宿泊者」という。）は、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（以下「施設」という。）にペットを同伴して宿泊するにあたり、施設が定める利用条件および注意事項を確認し、以下のとおり申し込みます。

第1条（申込みの目的）
本申込書は、宿泊者がペットを同伴して施設を利用する際の条件を明確にし、他の宿泊者および施設利用者の安全、衛生および快適な利用環境を確保するとともに、ペット同伴宿泊に関するトラブルを防止することを目的とします。

第2条（宿泊内容）
宿泊者は、以下の内容によりペット同伴宿泊を申し込みます。
宿泊者氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
電話番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
メールアドレス：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
宿泊日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
チェックアウト日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
宿泊人数：大人＿＿名・子ども＿＿名
予約番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
客室番号：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

第3条（同伴するペット）
宿泊者が同伴するペットは、以下のとおりとします。
ペットの種類：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
犬種・猫種等：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
名前：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
性別：オス・メス
年齢：＿＿＿＿歳
頭数：＿＿＿＿頭
体重：約＿＿＿＿kg
毛色・特徴：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
その他施設に伝えるべき事項：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
複数のペットを同伴する場合、宿泊者は、施設が指定する方法により、すべてのペットについて必要事項を申告するものとします。

第4条（健康状態等の確認）
宿泊者は、同伴するペットについて、宿泊日時点で次の各号に掲げる事項を確認します。
1　著しい体調不良または他の動物もしくは人に感染するおそれのある疾病が認められないこと。
2　施設が指定する予防接種その他の健康管理上の条件を満たしていること。
3　ノミ、ダニその他の外部寄生虫について必要な予防または駆除措置が講じられていること。
4　他の宿泊者、従業員または動物に危害を加えるおそれが著しく高い状態ではないこと。
5　その他、施設がペット同伴宿泊に必要な健康上の条件を定めている場合は、当該条件を満たしていること。

第5条（予防接種等）
宿泊者は、施設から求められた場合、狂犬病予防注射、混合ワクチンその他施設が指定する予防接種等について、接種証明書その他の確認資料を提示するものとします。
狂犬病予防注射接種日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
混合ワクチン等接種日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日
その他：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

第6条（施設内での管理）
宿泊者は、施設内において同伴するペットを自己の責任で適切に管理し、施設が指定する場所以外でペットを自由に行動させないものとします。
2　共用部分を移動する場合、宿泊者は、リード、ケージ、キャリーバッグその他施設が指定する方法によりペットを管理するものとします。
3　宿泊者は、ペットの鳴き声、飛びつき、噛みつき、排泄その他の行為によって、他の宿泊者または施設利用者に迷惑または危害を及ぼさないよう必要な措置を講じるものとします。

第7条（利用可能区域）
宿泊者は、ペットを同伴できる区域が施設により指定されている場合、その指定に従うものとします。
2　レストラン、大浴場、厨房、食品提供区域その他施設がペットの立入りを禁止している場所には、ペットを立ち入らせないものとします。ただし、施設が個別に認めた場合はこの限りではありません。

第8条（客室内での管理）
宿泊者は、客室内においてもペットを適切に管理し、施設の設備、家具、寝具、備品等を汚損または破損しないよう十分注意するものとします。
2　ペットを客室内に残して宿泊者が外出する場合は、施設がこれを認めている場合に限り、施設所定の条件および方法に従うものとします。
3　施設がペットのベッド、浴室、浴槽その他特定の設備の使用を禁止している場合、宿泊者はその定めに従うものとします。

第9条（排泄物等の処理）
宿泊者は、ペットの排泄物、抜け毛その他の汚物について、自らの責任で速やかに適切な処理を行うものとします。
2　施設が排泄場所または処理方法を指定している場合、宿泊者はその指定に従うものとします。
3　客室、廊下、共用部分その他施設内を著しく汚した場合、宿泊者は直ちに施設へ申し出るものとします。

第10条（施設設備等の汚損・破損）
ペットが客室、家具、寝具、備品、建物その他施設の所有または管理する物を汚損、破損または滅失させた場合、宿泊者は直ちに施設へ報告するものとします。
2　前項により施設に損害が生じた場合、宿泊者は、自己の責めに帰すべき事由があるときは、修理、交換、特別清掃その他原状回復に合理的に必要となった費用を負担するものとします。

第11条（第三者に対する事故等）
宿泊者は、同伴するペットが他の宿泊者、施設利用者、従業員または第三者に危害または損害を与えないよう適切に管理するものとします。
2　ペットによる噛みつき、引っかき、接触、物品の破損その他の事故が発生した場合、宿泊者は直ちに施設へ報告し、必要な対応に協力するものとします。
3　当該事故について宿泊者の管理上の責任が認められる場合、宿泊者は自己の責任において必要な対応を行うものとします。

第12条（ペットの事故・疾病等）
宿泊者は、宿泊期間中のペットの健康および安全について自ら管理するものとします。
2　ペットに疾病、負傷、体調不良その他緊急事態が発生した場合、宿泊者は、必要に応じて動物病院への受診その他適切な対応を行うものとします。
3　施設は、施設の責めに帰すべき事由による場合を除き、ペットの疾病、負傷、死亡、逃走その他の事故について責任を負わないものとします。

第13条（利用条件に違反した場合）
宿泊者または同伴するペットが施設の定める利用条件に違反し、他の宿泊者等に著しい迷惑または危険を及ぼした場合、施設は宿泊者に対し、ペットの施設外への移動、利用方法の変更その他必要な措置を求めることができます。
2　宿泊者が前項の求めに応じず、安全または施設運営の確保が困難であると合理的に判断される場合、施設は、法令および宿泊約款等に従い、施設利用の継続を断ることができるものとします。

第14条（申告内容の変更）
宿泊者は、本申込書に記載したペットの頭数、種類その他重要な事項に変更が生じた場合、宿泊前または変更が判明した時点で速やかに施設へ申し出るものとします。

第15条（施設規則等の遵守）
宿泊者は、本申込書に定める事項のほか、施設の宿泊約款、ペット同伴宿泊利用規約、館内利用規則その他施設が定めるルールを遵守するものとします。

第16条（個人情報の取扱い）
施設は、本申込書により取得した宿泊者の個人情報を、宿泊予約の管理、本人確認、ペット同伴宿泊への対応、事故・トラブルへの対応その他宿泊サービスの提供に必要な範囲で取り扱うものとします。
2　個人情報の取扱いについて施設が別途プライバシーポリシーその他の規程を定めている場合、その定めに従うものとします。

第17条（協議事項）
本申込書に定めのない事項または本申込書の内容について疑義が生じた場合、宿泊者および施設は、関係法令、宿泊約款その他施設の規則を踏まえ、誠意をもって協議し解決するものとします。

以上の内容を確認し、施設のペット同伴宿泊に関する条件を遵守することに同意のうえ申し込みます。
















＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

宿泊者

住所：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

氏名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

署名：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

施設記入欄

受付日：＿＿＿＿年＿＿月＿＿日

担当者：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

確認事項：＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

